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3)西山武男 ･棒曲茂久 ･伊藤麻里千 ･木村順



























竹中 修･景山 節･中村 伸･践岡一雄
く研究概要)
A)DNA分析による霊長類の系統解析
竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジl)･
アナ･カリナ･ザバラグレン2)･川本咲江3)
ミトコンドリアDNAには進化速度を兄に
する鏡域があり､群内の個体差の検出から種間系
統関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析する
かにより使い分けることが可能である｡チトクロ
ームb遺伝子､DILoopの塩基配列比較によるス
ラウェシマカク7種およびブタオザル､さらにチ
ンパンジ-の亜種間の系統関係の解析を進めてい
る｡また中部スラウェシのトンケアナとへツキの
雑種形成地帯の計7群の試料について､ミトコン
ドリアD-Loop街域のPCR増幅一本鎖DNA調糾
法による塩基配列決定配列決決定比較を開始し
た｡
B)霊長規Y染色体DNAの進化
ユー ･スンスク2)･竹中 修
高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁
殖構造に差先があり､性的二型､迫柏能力も様々
である｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行
ってきた｡ニホンザルの発達加齢および繁殖期と
非繁殖期における精巣特異発現迫伝子(mRNA)
を､同一個体のバイオプシーとディファレンシャ
ルディスプレイ法により検討している｡3才と31
才の個体で多くの異なる発現迫伝子を税測した｡
それらの塩基配列の決定を行った｡
C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･
進化
景山 節
新世界ザルの5種 (ワタボウシタマリン､
コモンマ-モセット､ヨザル､フサオマキザル､
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